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1 。 はじめに （研究の背 景と目的）



































































1991年 1994年 1997年 2000 年 2002年 2005 年
1991年から2005
年の伸び率
渡航者数全体 1,063 1,358 1,680 1,782 1,652 1,740 164％
男 性
O～9 歳 11.0 15.1 22.8 27.5 24.9 27.2 247％
10～19 歳 24.0 30.9 39.3 41.3 39.6 36.0 150％
30～39 歳 145.4 160.0 197.3 209.2 204.0 217.7 150％
40～49 歳 170.0 180.4 210.0 188.5 181.9 215.3 127％
女 性
O～9 歳 10.8 24.0 22.2 26.1 24.2 25.7 238％
10～19 歳 30.3 39.8 49.8 54.4 46.7 45.7 151％
30～39 歳 60.1 91.1 125.0 149.7 147.7 162.0 270％
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年度
→ 一大卒平均初任給- ●－ ルックハワイ最低価格
出典：ルックJTB ハワイ方面上期パンフレ ット1976 年度版～2005 年度版、厚生労働省賃金構造基本統計調査






















ルックJTBr マイセレクト・ホノルル5 』5 日間2006 年7 月出発
オハナ・ワイキキ・ウェ ストホテル利用（部屋指定なし／3 名1 室）の場合
航空会社指定なし／夕食1［可付 旅行代金 大人1 名108,000 円 子供（2 歳以上12歳未満）54,000円
両親十小学生の子供1 人で参加の場合の合計旅行代金108,000 円×2 名十54,000 円＝270,000 円














表2 「1 世帯あたりの年間のレジャー費用の変化」は、1 世帯あたりの年間レジャー関連支出と1
世帯の平均家族人数の変化を見たものである。1980年では1 世帯あたりの平均レジャー関連支出が








1980年 1990年 2000年 2005 年
一般外食 ￥105,463 ￥153,644 ￥161,736 ￥152,960
耐久消費財* ￥26,610 ￥38,500 ￥40,992 ￥35,843
教養娯楽 ￥132,390 ￥190,085 ￥208,700 ￥209,334
スポーツ ￥16,498 ￥31,230 ￥33,667 ￥30,230
旅行 ￥71,350 ￥133,141 ￥146,216 ￥132,815
そ の 他** ￥259,477 ￥363,411 ￥291,568 ￥253,180
レジャー関連支出合計 ￥611,788 ￥910,011 ￥822,879 ￥814,362
一人当たりのレジャー関連支出 ￥189,996 ￥304,352 ￥308,194 ￥319,358
一人当たりの旅行支出 ￥22,158 ￥44,529 ￥54,763 ￥52,084
1 世帯あたりの平均家族人数（人） 3.22 2.99 2.67 2.55
TV 、カメラ、パソコンなど ” こづかい、つきあい費など
出典：自由時間デザイン協会『レジャー白書』（原資料は総務省「家計調査」）より作成
（2） 一つ屋根 に暮らさない“新しい大家族”
家族旅行 の一形態 として、祖父母 も加えた三世代旅行（祖父母 十親 十子供による旅行）があるが、
前述 の『シニア世代 と旅行』の調査で は、調査した382 人中303 人、ほぼ8 割が三世代旅行 の経験が
あると答えている。
し かし、2004 年7 ～9 月に20 歳代～40 歳代の成人女性60 名を対象 に、独自に行った 『女性の旅行
マーケット』関するアンケート調査で は、旅行の同行者 に関する質問で、既婚で子供 を持つ「母親」
世代 の回答 に、 これまでの三世代で はない大家族旅行 の形態が数多 く出現している。
例えば、「母親」世代を本人 とすると、“本人 十親十祖父母”、“本人 十本人 の兄弟 十本人 の子供”、
“本人 十親十親の兄弟（本人 の叔父叔母）"、“本人 十本人 の親 十配偶者 の親”などの同行者 の組み合
わせが存在する（表3「既婚女性から見た旅行の同行者」）。 これらの組み合わせ は、 これまでの家族
旅行 の概念 からはあ まり考えられない想定外のパターンである。
こうした「両 親十子供」でもいわゆる三世代で もない家族旅行 が出現した背景には、ひとつには30
歳代～40 歳代（いわゆる「母親」世代）の未婚者 の増加が挙げられる。いつまで も家族の中の“子
供” に位置することで、30 歳代～40 歳代から見 たその親 と祖父母 といった三世代旅行が成立し てい
る。 この世代の祖父母 という元気な高齢者の増加 もその要因 となっている。
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また、同居・別居の枠 を超 えた家族の捉 え方、つ まり、家族観 の変化があると考 えられる。「父 親」。
「母親」世代について言えば、結婚後、親 と同居 はしないものの近接住居を構 えるいわ ゆる近 居が
都市部 を中心に増 えている。近居は、同居家族 より接する回数は減る一方でコミュニ ケーションの
密度 は反って高くなり、楽しい側面だけを一緒 に行動するいわ ゆる“恋人状態”を維持することが
できる。これにより、買い物な どはもちろん、誕生日や記念日のお祝いといったイベ ント とし て、
外食 をはじ めとしたレ ジャーを共にする機会も同居家族 よりもかえって頻度が高くなっていると考
えられる。
これまでは、「父親」、「母親」世代である本人が結婚し子供が誕生することで、 その親は「子供 の
おじいちゃん、 おばあちゃん」 になり、 その兄弟 は「子供のおじ さん、おばさん」 となったが、近
居による程よいコミュニケーション密度は、 いつ まで も「父親」、「母親」世代からみた「親子」、「兄
























＊パートタイム労働者を含む 出典:2004 年7～9 月『女性の旅行マーケット』関するアンケート調査より










































































得状況を調査ところ、「4 日以上連続が1 度も取れない」が11％、「4 日以上1 週間未満」が41％、「1
週間以上が23％」となっており、勤労者の約7 割が1 週間以上の休みが取れておらず、そのうち約3
割は4 日未満という状況にある。
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